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開
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長
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）

た

だ

い

ま

か
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平

成

二

十

七

年

五

條

市

議

会

第

二

回
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時

会

を

開

会

い

た

し

ま

す
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本

日

、

平

成

二

十

七

年

五

條

市

議

会

第

二

回

臨

時

会

が

招

集

さ

れ

ま

し

た

と

こ

ろ

、

議

員

各

位

に

は

何

か

と

御

多

用

の

と

こ

ろ

御

参

集

を

賜

り

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す
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員

各

位

に
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ど

う

か

議

案

審

議

に

御

精

励

を

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

す

る

と

と

も

に

、

円

滑

な

る

議

会

運

営

に

格

段

の

御

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て
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開

会

の

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。
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の

際

、
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し

上

げ

ま

す

。
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市
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だ

よ

り

五

條

並

び

に

広

報

五
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に

掲

載

の

た

め

、

各

会

議

の

日

程

中

、

事

務

局

に

写

真

撮

影

を

さ

せ

ま

す

の

で

、

御

了

承

願

い

ま

す
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だ

い

ま
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出

席
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数
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数

に
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り

ま
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の

で
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会

議
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ま
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御
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拶

を
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し
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げ

ま

す
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時
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を
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い
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た
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ろ

、

議

員

各

位

に
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御
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勝

に
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御

参

集

を
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り

、

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す
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、
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設
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工
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請

負
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約
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締

結

に

つ

い

て

は

、

緊

急

を

要

し

、

市

民

に

と

っ

て

一

日

も

早

い

工

事

着

工

が

望

ま

れ

て

い

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。
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ろ
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御
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の
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、
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賜

り
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う
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す
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日

の

日

程
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つ

き
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し

て

は
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お

手

元
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布
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と

お

り

で
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ま

す
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員

は

会

議

規

則

第

八
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条

の

規

定

に

よ

り

、

議

長

か
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た

し

ま

す
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○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

次

に

日

程

第

二

、

会

期

決

定

の

件

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

臨

時

会

の

会

期

に

つ

き

ま

し

て

は

、

去

る

二

月

十

二

日

に

開

催

の

議

会

運

営

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

御

協

議

を

賜

り

ま

し

た

結

果

、

先

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

、

本

日

一

日

間

と

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

会

期

は

本

日

一

日

間

と

決

し

ま

し

た

。

 

 
 

な

お

、

会

期

中

の

会

議

予

定

に

つ

き

ま

し

て

は

、

各

位

に

御

通

知

申

し

上

げ

た

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

次

に

日

程

第

三

、

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

そ

れ

で

は

本

臨

時

会

に

提

出

の

議

案

に

つ

い

て

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

議

第

三

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

は

、

（

仮

称

）

五

條

総

合

体

育

館

建

設

工

事

を

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

で

実

施

し

た

と

こ

ろ

、

税

込

み

二

十

二

億

八

千

三

百

六

十

六

万

円

で

、

村

本

・

田

原

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

、

代

表

者

村

本

建

設

株

式

会

社

奈

良

本

店

が

落

札

し

、

そ

の

工

事

の

請

負

契

約

を

締

結

す

る

た

め

議

会

の

議

決

を

求

め

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

以

上

が

こ

の

た

び

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

の

概

要

で

あ

り

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

次

に

日

程

第

四

、

議

第

三

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。

 
 

○

事

務

局

長

（

乾

 

旬

）

議

第

三

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

福

塚

市

長

公

室

長

。
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〔

市

長

公

室

長

 

福

塚

勝

彦

登

壇

〕

 

○

市

長

公

室

長

（

福

塚

勝

彦

）

た

だ

い

ま

上

程

さ

れ

ま

し

た

議

第

三

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

、

提

案

理

由

の

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

恐

れ

入

り

ま

す

、

議

案

書

一

ペ

ー

ジ

を

御

覧

願

い

ま

す

。

 

 

契

約

の

目

的

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

（

仮

称

）

五

條

総

合

体

育

館

建

設

工

事

、

契

約

方

法

は

、

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

設

計

価

格

は

、

消

費

税

抜

き

で

二

十

一

億

一

千

四

百

五

十

一

万

円

、

入

札

金

額

は

、

消

費

税

抜

き

で

二

十

一

億

一

千

四

百

五

十

万

円

、

契

約

金

額

は

、

消

費

税

込

み

で

二

十

二

億

八

千

三

百

六

十

六

万

円

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

契

約

の

相

手

方

は

、

奈

良

県

北

葛

城

郡

広

陵

町

大

字

平

尾

十

一

番

地

の

一

 

村

本

・

田

原

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

 

代

表

者

村

本

建

設

株

式

会

社

奈

良

本

店

 

取

締

役

常

務

執

行

役

員

本

店

長

 

市

岡
 

武

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

本

入

札

の

業

者

選

定

に

つ

き

ま

し

て

は

、

五

條

市

建

設

工

事

等

請

負

業

者

選

定

審

査

会

要

綱

に

よ

り

ま

し

て

、

選

定

審

査

会

に

お

い

て

検

討

い

た

し

ま

し

た

結

果

、

五

條

市

建

設

工

事

等

競

争

入

札

参

加

資

格

の

う

ち

、

建

築

一

式

工

事

の

資

格

を

有

す

る

建

設

業

者

二

者

又

は

三

者

で

構

成

さ

れ

ま

す

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

で

、

共

同

企

業

体

の

代

表

者

は

、

奈

良

県

内

に

本

店

、

支

店

又

は

営

業

所

を

有

す

る

者

で

、

建

設

業

法

第

二

十

七

条

の

二

十

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

経

営

事

項

審

査

の

結

果

に

お

き

ま

す

建

築

一

式

工

事

の

総

合

評

定

値

が

千

点

以

上

で

あ

る

者

。

 

 
 

共

同

企

業

体

構

成

員

に

つ

き

ま

し

て

は

、

奈

良

県

内

に

本

店

を

有

し

、

経

営

事

項

審

査

の

結

果

に

お

き

ま

す

建

築

一

式

工

事

の

総

合

評

定

値

が

九

百

点

以

上

の

者

と

い

う

条

件

の

も

と

、

平

成

二

十

六

年

十

月

二

十

七

日

に

入

札

公

告

し

、

平

成

二

十

七

年

一

月

九

日

の

入

札

書

の

提

出

期

限

ま

で

に

一

共

同

企

業

体

が

入

札

に

参

加

し

、

一

月

十

四

日

に

開

札

が

行

わ

れ

ま

し

て

、

そ

の

結

果

に

つ

き

ま

し

て

は

、

以

下

の

と

お

り

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

な

お

、

金

額

に

つ

き

ま

し

て

は

、

消

費

税

抜

き

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

村

本

・

田

原

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

 

代

表

者

村

本

建

設

株

式

会

社

奈

良

本

店

 

二

十

一

億

一

千

四

百

五

十

万

円

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 
 
 

以

上

の

結

果

を

踏

ま

え

ま

し

て

、

（

仮

称

）

五

條

総

合

体

育

館

建

設

工

事

は

、

村

本

・

田

原

特

定

建

設

工

事

共

同

企

業

体

が

落

札

者

と

決

定

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

以

上

で

提

案

理

由

の

説

明

を

終

わ

り

ま

す

。

よ

ろ

し

く

御

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）

二

番

平

岡

清

司

議

員

。

 

○

二

番

（

平

岡

清

司

）

理

事

者

側

に

伺

い

ま

す

。
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先

の

臨

時

会

で

岩

本

議

員

か

ら

、

議

会

が

こ

の

体

育

館

の

建

設

を

承

認

し

て

き

た

こ

と

に

よ

り

既

に

六

千

九

百

万

円

の

予

算

が

使

わ

れ

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

今

頃

に

な

っ

て

五

條

市

議

会

が

こ

の

契

約

議

案

を

否

決

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

こ

れ

ほ

ど

の

大

き

な

お

金

を

さ

ら

に

議

会

の

判

断

で

全

く

無

駄

に

す

る

こ

と

で

あ

る

旨

の

討

論

を

さ

れ

ま

し

た

。

一

方

で

市

民

も

皆

さ

ん

の

中

に

は

こ

の

六

千

九

百

万

円

は

ま

だ

執

行

さ

れ

て

い

な

い

の

で

、

議

会

が

否

決

し

た

ら

払

わ

な

く

て

も

済

む

の

だ

と

言

っ

て

い

る

人

が

い

る

と

聞

き

ま

し

た

。

 

 
 

そ

こ

で

理

事

者

側

に

お

尋

ね

し

ま

す

。

こ

の

六

千

九

百

万

円

は

何

の

た

め

の

経

費

で

現

在

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

仮

に

こ

の

臨

時

会

で

こ

の

議

案

が

否

決

と

な

っ

た

と

き

に

、

こ

の

六

千

九

百

万

円

は

ど

の

よ

う

に

な

る

の

か

に

つ

い

て

お

答

え

願

い

ま

す

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

中

永

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

中

永

 

充

）

二

番

平

岡

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

た

だ

い

ま

御

質

問

の

金

額

の

件

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

内

容

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

測

量

業

務

委

託

契

約

、

そ

れ

か

ら

基

本

構

想

業

務

委

託

契

約

、

用

地

測

量

業

務

委

託

契

約

、

地

質

調

査

業

務

委

託

、

そ

れ

か

ら

建

設

工

事

設

計

業

務

委

託

で

ご

ざ

い

ま

し

て

、

全

て

こ

の

業

務

は

二

十

五

年

度

に

終

了

い

た

し

て

お

り

ま

し

て

、

支

払

い

も

全

て

二

十

五

年

度

に

終

了

い

た

し

て

お

り

ま

す

。
 

 
 

そ

れ

か

ら

、

次

の

質

問

の

、

も

し

こ

の

体

育

館

が

契

約

で

き

な

い

と

な

れ

ば

、

同

じ

と

こ

ろ

で

次

の

体

育

館

を

う

ん

ぬ

ん

と

い

う

話

は

あ

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

も

し

そ

う

い

う

こ

と

が

あ

れ

ば

一

部

は

使

え

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

大

方

の

金

額

が

無

駄

に

な

っ

て

し

ま

う

の

か

な

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

以

上

で

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

二

番

平

岡

清

司

議

員

。

 

○

二

番

（

平

岡

清

司

）

そ

し

た

ら

大

半

の

お

金

が

無

駄

に

な

っ

て

し

ま

う

と

い

う

理

解

で

よ

ろ

し

い

で

す

ね

。

 

 
 

そ

れ

で

、

議

案

が

否

決

に

な

っ

た

と

き

に

は

全

く

無

駄

に

な

っ

て

し

ま

う

、

そ

し

て

執

行

は

今

ま

で

議

会

が

認

め

て

き

た

こ

と

で

あ

る

こ

と

と

理

解

し

て

い

た

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

今

の

理

事

者

側

の

答

弁

で

、

さ

ら

に

議

決

機

関

と

し

て

の

責

任

を

重

く

受

け

止

め

て

い

か

ざ

る

を

得

な

い

と

強

く

感

じ

ま

し

た

。

 

 
 

答

弁

は

結

構

で

す

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

（

「

三

番

」

の

声

あ

り

）

三

番

牧

野

雅

一

議

員

。
 

○

三

番

（

牧

野

雅

一

）

一

つ

、

二

つ

お

尋

ね

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

 
 

一

つ

目

は

、

た

だ

い

ま

平

岡

議

員

か

ら

お

尋

ね

の

あ

っ

た

設

計

測

量

、

そ

の

他

諸

々

の

諸

経

費

に

対

し

て

大

方

六

千

九

百

万

円

と

い

う

こ

と

な

の

で

す

け

れ

ど

も

、
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そ

の

う

ち

の

実

質

五

條

市

の

負

担

額

と

い

う

の

は

い

か

ほ

ど

に

な

り

ま

す

か

。

理

事

に

、

総

務

部

長

に

お

尋

ね

い

た

し

ま

す

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

青

山

理

事

。

 

○

理

事

（

青

山

智

博

）

三

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

今

六

千

九

百

万

円

、

既

に

経

費

と

し

て

支

出

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

そ

の

う

ち

の

六

千

五

百

七

十

万

円

に

つ

き

ま

し

て

は

、

過

疎

債

と

い

う

起

債

を

充

当

し

て

支

払

い

に

充

て

る

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

過

疎

債

に

つ

き

ま

し

て

は

、

通

常

は

交

付

税

算

入

と

い

う

こ

と

が

見

込

ま

れ

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

三

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

三

番

牧

野

雅

一

議

員

。

 

○

三

番

（

牧

野

雅

一

）

過

疎

債

で

あ

れ

ば

、

前

回

の

質

疑

の

中

で

約

三

〇

パ

ー

セ

ン

ト

が

実

質

の

五

條

市

の

負

担

と

な

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

そ

う

い

う

解

釈

で

よ

ろ

し

い

で

す

か

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

青

山

理

事

。

 

○

理

事

（

青

山

智

博

）

三

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

現

在

、

六

千

五

百

七

十

万

円

の

過

疎

債

を

充

当

す

る

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

そ

れ

に

つ

い

て

は

通

常

今

議

員

お

述

べ

の

よ

う

に

、

そ

の

三

〇

パ

ー

セ

ン

ト

が

市

の

負

担

と

な

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

今

回

、

こ

れ

が

最

終

的

に

体

育

館

が

建

設

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

れ

ば

、

そ

の

目

的

を

達

成

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

で

、

起

債

に

対

す

る

交

付

税

算

入

等

が

な

く

な

る

と

い

う

こ

と

も

十

分

考

え

ら

れ

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

件

に

つ

き

ま

し

て

は

委

員

会

付

託

を

省

略

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

本

件

は

委

員

会

付

託

を

省

略

す

る

こ

と

に

決

し

ま

し

た

。

 

こ

れ

よ

り

討

論

に

入

り

ま

す

。

 

討

論

の

通

告

が

あ

り

ま

す

の

で

、

山

口

耕

司

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

九

番

山

口

耕

司

議

員

。
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〔

九

番

 

山

口

耕

司

登

壇

〕

 

○

九

番

（

山

口

耕

司

）

議

長

よ

り

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

議

第

三

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

賛

成

の

立

場

か

ら

討

論

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

さ

て

、

契

約

の

目

的

は

、

(

仮

称

)

五

條

総

合

体

育

館

建

設

工

事

で

ご

ざ

い

ま

す

。

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

が

行

わ

れ

、

契

約

金

額

、

税

込

み

二

十

二

億

八

千

三

百

六

十

六

万

円

で

契

約

の

相

手

方

と

し

て

、

村

本

・

田

原

特

定

建

設

共

同

企

業

体

で

、

再

度

に

わ

た

り

理

事

長

側

よ

り

承

認

を

求

め

ら

れ

て

い

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 

本

年

第

一

回

臨

時

会

が

一

月

二

十

九

日

に

開

会

さ

れ

、

同

日

、

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

に

付

託

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

委

員

会

を

傍

聴

さ

せ

て

い

た

だ

き

、

そ

し

て

同

議

会

の

委

員

長

報

告

を

再

度

検

証

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 

結

果

、

私

は

、

適

正

に

入

札

が

執

行

さ

れ

、

業

者

に

お

い

て

も

何

の

問

題

も

な

い

も

の

と

考

え

ま

す

。

 

 
 

今

般

の

建

設

業

界

で

の

公

共

工

事

の

入

札

は

、

二

〇

二

〇

年

の

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

開

催

、

二

〇

二

七

年

開

業

を

目

指

す

リ

ニ

ア

中

央

新

幹

線

の

建

設

な

ど

、

追

い

風

が

続

い

て

い

る

よ

う

で

す

が

、

そ

の

一

方

で

、

労

務

費

や

資

材

費

の

高

騰

が

業

界

の

懸

念

材

料

と

な

っ

て

お

り

、

各

地

の

公

共

工

事

で

は

入

札

不

調

も

相

次

い

で

い

る

の

が

現

状

で

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

下

で

入

札

が

行

わ

れ

、

総

合

評

価

方

式

で

公

告

を

打

っ

た

時

点

で

競

争

原

理

は

働

い

て

い

る

も

の

と

考

え

ま

す

。

 

さ

て

、

こ

の

事

案

は

平

成

二

十

五

年

年

頭

よ

り

構

想

や

計

画

が

ス

タ

ー

ト

い

た

し

ま

し

た

。

 

そ

し

て

、

昨

年

、

平

成

二

十

六

年

三

月

二

十

六

日

に

こ

の

体

育

館

建

設

工

事

の

入

札

公

告

を

行

い

ま

し

た

が

、

残

念

な

が

ら

応

札

が

な

く

、

そ

の

結

果

、

今

年

度

行

わ

れ

る

高

校

総

体

の

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

会

場

を

返

上

し

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

建

設

費

用

は

、

市

の

負

担

額

、

約

一

億

六

千

万

円

で

建

て

る

こ

と

が

で

き

る

体

育

館

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

こ

の

体

育

館

を

建

て

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

奈

良

県

南

部

の

復

興

、

五

條

市

の

ス

ポ

ー

ツ

や

文

化

活

動

の

振

興

や

、

千

人

以

上

収

容

の

避

難

場

所

と

し

て

の

地

域

防

災

の

拠

点

施

設

と

し

て

、

欠

か

す

こ

と

の

で

き

な

い

建

物

と

な

る

ほ

か

、

五

條

市

西

部

の

発

展

に

大

き

く

貢

献

す

る

も

の

と

考

え

ま

す

。

例

え

ば

Ｊ

Ｒ

和

歌

山

線

と

の

距

離

は

約

五

〇

〇

メ

ー

ト

ル

し

か

空

い

て

お

り

ま

せ

ん

。

こ

の

体

育

館

の

利

用

者

の

た

め

に

駅

の

誘

致

も

考

え

ら

れ

る

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

今

後

、

近

い

将

来

に

非

常

に

高

い

確

率

で

起

こ

る

と

言

わ

れ

て

い

る

東

海

・

東

南

海

・

南

海

地

震

で

は

、

今

の

五

條

市

中

央

体

育

館

は

建

設

し

て

か

ら

四

十

三

年

が

経

過

し

て

お

り

、

震

災

の

避

難

所

と

し

て

は

使

う

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

耐

震

補

強

と

屋

根

等

の

修

理

で

約

二

億

六

千

万

円

が

必

要

で

あ

る

と

の

試

算

も

出

て

お

り

ま

す

。

こ

の

五

條

市

に

新

た

な

防

災

の

拠

点

と

し

て

の

新

体

育

館

は

必

要

不

可

欠

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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五

條

総

合

体

育

館

建

設

事

業

に

つ

い

て

は

、

議

会

や

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

十

五

回

に

わ

た

っ

て

議

論

を

行

い

、

可

決

と

し

て

ま

い

り

ま

し

た

が

、

「

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

」

平

成

二

十

七

年

二

月

三

日

の

臨

時

会

で

、

五

人

対

六

人

の

一

票

差

で

「

否

決

」

と

な

り

ま

し

た

。

 

建

設

し

な

け

れ

ば

、

こ

れ

ま

で

測

量

業

務

や

設

計

、

地

質

調

査

に

約

六

千

九

百

万

円

を

使

っ

て

き

た

こ

と

が

、

市

民

の

皆

様

の

血

税

が

全

て

無

駄

と

な

っ

て

し

ま

い

 

ま

す

。

 

 
 

ま

た

、

市

当

局

に

は

こ

の

建

設

に

当

た

っ

て

請

願

や

要

望

、

署

名

活

動

が

展

開

さ

れ

て

お

り

、

請

願

が

五

條

市

体

育

協

会

、

地

区

婦

人

連

絡

協

議

会

、

日

赤

奉

仕

団

か

ら

出

さ

れ

、

ま

た

要

望

、

署

名

等

で

は

阪

合

部

地

区

自

治

連

合

会

、

二

見

地

区

自

治

連

合

会

、

北

宇

智

地

区

自

治

連

合

会

、

新

町

地

区

自

治

連

合

会

、

牧

野

地

区

自

治

連

合

会

、

野

原

地

区

自

治

連

合

会

な

ど

か

ら

、

多

く

の

署

名

や

要

望

活

動

が

展

開

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

 

 
 

青

少

年

の

育

成

施

設

と

な

る

体

育

館

、

五

條

市

の

更

な

る

発

展

、

振

興

に

つ

な

が

る

体

育

館

、

市

民

の

安

全

・

安

心

の

防

災

拠

点

と

な

る

（

仮

称

）

五

條

総

合

体

育

館

建

設

工

事

の

工

事

請

負

契

約

の

締

結

を

、

議

員

各

位

に

は

ど

う

か

御

賛

同

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

を

申

し

上

げ

ま

し

て

、

賛

成

討

論

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

（

拍

手

）

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

次

に

、

養

田

全

康

議

員

の

発

言

を

許

し

ま

す

。

一

番

養

田

全

康

議

員

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

一

番

 

養

田

全

康

登

壇

〕

 

○

一

番

（

養

田

全

康

）

議

長

か

ら

発

言

の

許

可

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

議

第

三

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

賛

成

の

立

場

か

ら

討

論

を

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

昨

日

、

防

衛

協

会

五

條

支

部

様

主

催

で

三

重

県

に

あ

り

ま

す

陸

上

自

衛

隊

明

野

駐

屯

地

を

視

察

い

た

し

ま

し

た

。

そ

の

折

、

東

日

本

大

震

災

で

の

災

害

派

遣

活

動

の

Ｄ

Ｖ

Ｄ

を

見

せ

て

い

た

だ

き

、

ま

た

出

席

者

か

ら

低

体

温

症

で

亡

く

な

ら

れ

た

方

が

多

く

い

ら

っ

し

ゃ

っ

た

と

、

そ

の

よ

う

な

話

を

聞

か

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 

 
 

私

自

身

も

福

島

県

南

相

馬

市

に

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

参

加

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

折

、

被

災

者

か

ら

初

期

避

難

が

一

番

大

事

だ

と

い

う

お

話

を

聞

か

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

も

し

東

南

海

ト

ラ

フ

大

地

震

が

発

生

す

れ

ば

、

奈

良

県

下

で

家

屋

全

倒

壊

数

が

四

万

七

千

棟

、

被

害

者

数

が

二

十

九

万

人

と

予

想

さ

れ

る

中

、

新

体

育

館

に

至

っ

て

は

約

千

人

の

避

難

所

と

な

り

、

同

時

に

支

援

物

資

の

備

蓄

倉

庫

に

も

な

る

予

定

で

す

。

五

條

市

に

は

千

人

が

避

難

で

き

、

冷

暖

房

完

備

が

な

さ

れ

て

い

る

よ

う

な

場

所

は

現

在

あ

り

ま

せ

ん

。

 

 
 

次

に

、

様

々

な

自

治

体

、

団

体

か

ら

請

願

書

や

要

望

書

、

ま

た

署

名

活

動

に

至

る

ま

で

新

体

育

館

建

設

に

御

賛

同

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

 

私

の

知

り

合

い

に

も

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

し

て

い

る

中

・

高

生

で

、

署

名

活

動

を

し

て

く

れ

て

「

絶

対

、

上

野

公

園

に

新

体

育

館

を

建

て

て

ね

。

」

と

、

強

く

お

願

い

し

て

く

れ

た

子

供

た

ち

も

お

ら

れ

ま

し

た

。
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ま

た

、

今

ま

で

に

議

会

の

議

決

を

得

て

、

六

千

九

百

万

円

も

の

大

金

を

五

條

市

は

使

っ

て

お

り

ま

す

。

も

し

こ

の

新

体

育

館

を

建

設

し

な

い

と

の

判

断

に

な

っ

た

と

き

、

六

千

九

百

万

円

は

捨

て

て

し

ま

う

こ

と

と

な

り

、

議

会

の

責

任

に

な

る

と

考

え

ま

す

。

 

国

土

交

通

省

の

築

堤

工

事

や

五

條

市

で

も

市

道

大

津

相

谷

線

の

道

路

整

備

が

予

定

さ

れ

、

冠

水

を

な

く

し

国

や

県

か

ら

有

利

な

交

付

金

を

い

た

だ

き

、

五

條

市

の

持

ち

出

し

を

最

小

限

に

新

体

育

館

建

設

を

で

き

る

今

だ

か

ら

こ

そ

、

最

高

の

タ

イ

ミ

ン

グ

だ

と

考

え

ま

す

。

五

條

市

の

ス

ポ

ー

ツ

振

興

、

災

害

時

の

防

災

拠

点

、

文

化

的

行

事

の

場

と

し

て

新

体

育

館

の

建

設

を

強

く

、

強

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

私

の

賛

成

討

論

と

い

た

し

ま

す

。

 

議

員

の

皆

様

に

は

よ

ろ

し

く

御

賛

同

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

に

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

以

上

で

討

論

を

終

結

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

こ

れ

よ

り

本

件

を

採

決

い

た

し

ま

す

。
 

 
 

な

お

こ

の

採

決

は

起

立

に

よ

り

行

い

ま

す

。
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

件

は

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

賛

成

の

方

の

起

立

を

求

め

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

賛

成

者

起

立

〕

 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

起

立

少

数

で

あ

り

ま

す

。

 

よ

っ

て

本

案

は

否

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 
 
 
 
 
 

○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

以

上

で

本

日

の

日

程

は

全

部

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

 

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

、

終

始

熱

心

に

御

精

励

い

た

だ

き

、

ま

た

円

滑

な

る

議

会

運

営

に

御

協

力

を

賜

り

、

厚

く

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 

理

事

者

側

各

位

に

は

事

務

事

業

の

執

行

に

際

し

ま

し

て

は

、

本

会

議

並

び

に

常

任

委

員

会

に

お

け

る

議

員

各

位

の

御

意

見

、

御

提

言

を

十

分

尊

重

さ

れ

、

市

政

の

一

層

の

向

上

を

目

指

し

て

御

精

励

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

簡

単

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

閉

会

の

御

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

市

長

か

ら

御

挨

拶

が

あ

り

ま

す

。

太

田

市

長

。
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〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

平

成

二

十

七

年

第

二

回

臨

時

会

の

閉

会

に

当

た

り

、

一

言

御

挨

拶

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 

議

員

各

位

に

は

公

私

と

も

お

忙

し

い

中

、

慎

重

に

審

議

を

賜

り

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

 
 

本

臨

時

会

に

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

は

、

残

念

な

が

ら

先

の

臨

時

会

に

引

き

続

き

否

決

と

な

り

ま

し

た

。

 

 
 

こ

の

臨

時

会

を

招

集

す

る

と

決

め

た

と

き

に

、

様

々

な

方

面

か

ら

、

様

々

な

方

か

ら

激

励

や

ま

た

批

判

の

声

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

よ

う

な

中

、

私

が

臨

時

会

を

招

集

し

、

再

度

こ

の

議

案

を

議

会

の

皆

さ

ん

に

御

理

解

、

御

審

議

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

し

た

の

は

、

次

の

理

由

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

私

は

、

（

仮

称

）

五

條

総

合

体

育

館

は

、

五

條

市

の

市

民

の

皆

さ

ん

と

五

條

市

の

将

来

に

と

っ

て

非

常

に

大

切

な

体

育

館

に

な

る

と

考

え

て

お

り

、

こ

の

機

会

を

逃

せ

ば

こ

れ

か

ら

先

同

じ

条

件

で

建

設

す

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

る

と

考

え

、

何

と

し

て

も

議

会

の

皆

さ

ん

の

御

了

承

を

得

る

べ

く

強

く

訴

え

て

き

ま

し

た

。

 

 
 

先

の

臨

時

会

で

否

決

さ

れ

ま

し

た

が

、

そ

の

ま

ま

引

き

下

が

る

こ

と

は

将

来

に

遺

恨

を

残

す

と

考

え

た

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

ま

ま

で

は

五

條

市

は

国

や

県

か

ら

の

信

頼

を

失

う

こ

と

に

な

り

か

ね

ず

、

こ

れ

か

ら

の

公

共

事

業

を

思

う

と

、

市

政

を

預

か

る

者

と

し

て

精

一

杯

の

努

力

を

し

て

、

国

や

県

に

対

し

て

説

明

責

任

を

果

た

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

ま

し

た

。

そ

し

て

何

よ

り

も

私

に

託

し

て

く

だ

さ

っ

た

市

民

の

皆

さ

ん

に

対

す

る

責

任

を

痛

感

し

て

い

る

か

ら

で

あ

り

ま

す

。

私

は

市

長

と

し

て

五

條

市

と

五

條

市

民

の

た

め

の

市

政

運

営

を

進

め

て

ま

い

り

ま

し

た

。

先

の

臨

時

会

の

後

、

多

く

の

市

民

の

皆

さ

ん

か

ら

請

願

書

や

要

望

書

、

ま

た

激

励

の

言

葉

や

エ

ー

ル

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

市

民

の

皆

さ

ん

の

後

押

し

を

い

た

だ

き

な

が

ら

五

條

市

議

会

で

否

決

さ

れ

た

こ

と

は

、

痛

恨

の

極

み

で

あ

り

、

こ

れ

に

よ

り

皆

さ

ん

か

ら

お

預

か

り

い

た

だ

い

た

六

千

九

百

万

円

も

の

大

金

を

無

駄

に

す

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

市

長

と

し

て

そ

の

責

任

を

強

く

、

重

く

受

け

止

め

な

が

ら

、

こ

れ

か

ら

進

め

て

い

か

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

 

私

は

こ

の

議

会

が

、

二

度

に

わ

た

り

こ

の

決

定

を

し

た

こ

と

は

、

私

に

対

す

る

不

信

任

決

議

で

あ

る

と

受

け

止

め

ざ

る

を

得

な

い

状

況

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

は

二

元

代

表

制

の

も

う

一

つ

の

代

表

で

あ

る

議

会

の

決

定

で

あ

り

ま

す

の

で

、

非

常

に

重

く

受

け

止

め

て

お

り

ま

す

。

よ

っ

て

、

私

は

再

度

私

に

負

託

し

て

く

だ

さ

っ

た

市

民

の

皆

さ

ん

の

真

意

を

お

聞

き

す

る

必

要

が

あ

る

と

判

断

し

、

け

じ

め

を

つ

け

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

そ

し

て

私

は

も

う

一

度

市

民

の

皆

さ

ん

の

審

判

を

仰

ぎ

た

い

と

思

い

ま

す

。

た

だ

再

選

で

き

た

と

し

て

も

、

同

じ

条

件

で

体

育

館

を

建

て

る

こ

と

が

で

き

な

い

の

は

痛

恨

の

極

み

で

あ

り

ま

す

が

、

五

條

市

の

将

来

を

考

え

れ

ば

、

市

長

と

議

会

と

の

関

係

を

こ

こ

で

リ

セ

ッ

ト

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

と

い

う

考

え

に

至

り

ま

し

た

。

 

後

に

な

り

ま

し

た

が

、

議

員

各

位

に

は

市

民

の

代

表

と

し

て

ま

す

ま

す

御

活

躍

賜

り

ま

す

よ

う

心

か

ら

お

祈

り

申

し

上

げ

、

閉

会

に

当

た

り

ま

し

て

の

御

挨

拶

に

代

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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○

議

長

（

窪

 

佳

秀

）

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

平

成

二

十

七

年

五

條

市

議

会

第

二

回

臨

時

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

前

十

時

二

十

九

分

閉

会

 
 

 
 

 
 

 
 

  

本

会

議

録

の

正

当

な

る

こ

と

を

証

明

す

る

た

め

に

こ

こ

に

署

名

す

る

。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議

 

会

 

議

 

長

 
 

窪

 
 

 
 

 

佳

 
 

秀

 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

吉

 
 

田

 
 

 
 

 

正

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

岩

 
 

本

 
 

 
 

 

孝

 

 

 

署

 

名

 

議

 

員

 
 

山

 
 

口

 
 

耕

 
 

司
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